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過去5年間の琉球大学保健学部附属病院

耳鼻咽喉科悪性腫癌統計

琉球大学保健学部附属病院耳鼻咽喉科

古謝将宏　　栗田建一　　新垣義孝

又吉重光.-　源河朝博　　野田　寛

はじめに

昭和48年4月琉球大学保健学部附属病院に耳鼻咽

喉科が開設されて以来,昭和53年3月までの5年間

に,当科において取り扱われた悪性腫癌患者の統計

的観察を試みた。

100万余の人口を有する沖縄県において,耳鼻咽喉

科嶺域の悪性腫癌に本格的に取り組む施設は,現在

もなお当院に限られており,その実態はほぼ当県の

実態とみなして良く,今回は当科開設以来5年を経

過しているので, 3年以上の粗生存率についても検

討した。

観察対象ならびに方法

観察対象は表1に示すごとく,昭和48年4月より

昭和53年3月までの当科の悪性腫癌患者総計228例

で,これを年度別,発生部位別,年令別,性別に統

計をとり、そのうち発生部位をロ膝(口唇,頬粘膜,

歯肉,硬口蓋,口腔底,舌),咽頭(上咽頭,中咽頭,

下咽頭),喉頭,鼻・副鼻腔(上顎,鼻腔,上額を除

く副鼻腔),聴器,その他の6項目に区分し,その病

理組織像,治療法および転帰について検討し,さら

に疫学,発癌要因などについても若干の文献的考察

を加えてみた。

観察結果ならびに考投

I.年度別,年令別,性別の観察結果

5年間を通して,頭療部悪性腫癌患者は,各年度

ともに,耳鼻咽喉科息考総数の約4 % (昭和48年度

-21例, 49年度-49例, 50年度156例, 51年度150

例, 52年度-52例)を占めていた(表1 )。初診時に

おける年令別分布は, 60才代が79例でもっとも多く,

ついで50才代, 70才代の順で,いわゆる癌年令屑に

表1耳鼻咽喉科過去5年間の
悪性腫癌患者年度別統計

4 8 年 度 4 9 年 度 50 * * 5 1年 度 5 2 年 度 計

口 腔 2 ー0 日 5 2 4 0

口 唇

1

1

3 1

1 2

痕 粘 膜 2 2 9

歯 肉

B 硬 口 蓋 1

1 1

2

1

1

1

3
口 軽 底 3 1 2 9

育 3 6 2 5 1 6

咽 頭 6 .9 19 15 16 75

上 咽 塀 4 5 4 4 1 1 8

中 咽 頭 2 5 7 7 9 3 0

下 咽 頭 9 8 4 6 2 7

喉 頭 6 8 1 2 3 1 3 5 2

鼻 . 副 鼻 燈 6 10 8 12 7 43

上 顎 4 6 5 9 4 2 8

鼻 腔 1 3 3 2 3 12

副 鼻 腔 1 1 1 3

聴 許 ( 中 耳 ) . 1 2

そ の 他 2 6 5 3

1

ー6

食 道 1

1

2 2 5

甲 状 銀 2 1 3

上 限 険 1 1

約 SB

下 1

1 1

1

H o d g k in 病 1 2

W e g e n er 肉 芽 瞳 症 2 3

紘 計 2 1 4 9 56 5 0 5 2 2 2 8

頻度が多くみられ,患者総数228例の男女比は3.4 :

1であった(表2)0

Ⅱ.発生部位別の観察結果とその分析

A.口腔の悪性腫癌について(表3)

5年間に40例を経験し,頭頚部悪性腫病中,口脇

癌の占める割合は,当科においても諸報告1)でも20

%内外となっている。
1 2

部位別発生頻度は,諸報告　では舌癌が過半数

を占めているが,当科における舌癌は40%のみで,

ほか口唇癌5.0%,頬粘膜癌22.5% ,歯肉癌2.5%,硬
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表2　初診時における年令別分布

10-19　20-29　30-39　40-49　50-59　60-69　70-79　80-89

年令

●総数228 (♂176 : ♀52)

1)2)3)

口蓋癌7.5%,口脇底癌22.5%となっており,諸戟告

と異なった結果となったが,これは琉球大学保健学

部附属病院における口腔外科とのかねあいによるも

のと者えられた。

性別については,当科および諸報告1)2)ともに男

性が女性の約2倍となっており,とくに口唇,頬粘

膜,口腔底では男性に頻度が高い傾向があった。

病理組織像については,諸報憂)2)では,扇平上

皮癌がほとんどとのことであったが,当科において

も不詳2例を除き,全例が偏平上皮癌であった。

治療法および転帰は表3のごとくであるが,舌癌

の治療法において,化学療法として6例浅側頚動脈

よりの動注法例が含まれており,放射線療法と併用

されている。

B・咽頭の悪性腫癌について(表4)

り上咽頭腫蕩

当科においては5年間に18例を経験し,これは頭

頚部悪性腫癌の7,9%に相当し,年令では20才台7人

を含め,平均年令41才と比較的低年令であった。

性別については男性15例,女性3例,男女比5 :

1で,諸報告2)4)でも男性に多い傾向があった。

病理組織像は1968年より1974年の全国統計5)にお

表3　口脇の悪性腹痛
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いては, 793例中癌腫651例,肉腫142例で,全体の77%

が届平上皮癌, 15%が悪性リンパ腫,そ09他8%と

なっているが,当科においては18例中癌腫13例,肉

腫3例,その他2例であった。

治療法は放射線療法が主体であり,転帰は表4の

ごとくである。

なお昭和48年度と49年度の患者9例中,現在生存

が確認されているのは1例のみである。

疫学上この上咽頭癌は,台湾大学において1946

年より1963年までの17年間の総計4)で男性では全癌

症例中第1位(23.2%)を,女性では第3位(5.2%)

を占めていたと報告されており,中国人に多発する

傾向が顕著であることが知られているが,これに対

し沖縄県においてはこのような傾向はまったくなく

人種的相違という観点より興味を覚えた。

2 )中咽頭腫蕩

当科においては30例を経験し,これは頭頚部悪性

腫癌の13.2%に相当し,年令は60才代がもっとも多

く,性別は男性23例,女性7例,男女比3.3:1で諸

報告2) 4)に比較して男性の比率が高い結果となった。

病理組織像は癌腫18例(届平上皮癌),肉腫9例

(ほとんど細綱肉腫),不詳3例となっている。
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治療は放射線療法が主体となっているが,最近で

は形成外科手術の進歩により,積極的に手術が施行

されるようになり,治療成績も向上しつつある。治

療法および転帰は表4のごとくであるが,化学療法

の中に3例の動注施行例が含まれている。

なお昭和48年度と49年度患者7例中,現在生存が

確認されているのは2例である。

この中咽頭悪性腫癌のうち,軟自蓋癌,舌根部癌

においては発癌要因として,過度の飲酒(とくに高

濃度アルコール)と喫煙が大きく関与し,ほとんど

男性に発現することが知られている4)が,当科にお

いてもこの傾向が見受けられた,0

3)下咽頭腫蕩

頭頭部悪性腫癌中もっとも予後が悪いとされてい

るが,当科においては27例を経験し,これは頭頚部

悪性腫癖の11.8%に相当し,年令は60代にもっとも

多く,性別は全国統計2)では男女比が1.6: lである

が,当科では5.7: lであった。

通常下咽頭癌は梨状寓,輪状軟骨後部,後壁の3

領域に分類されているが,諸報告4)でも当科におい

ても梨状寓癌は男性に,輪状後部癌が女性に特徴的

に多くみられた。

病理組織像は,ごく稀な例を除けば,すべて扇平

上皮癌で,分化型を示している。

治療法および転帰は表4のごとくであるが,癌死

15例は本統計の最高となっている。また末期癌で,

初診時ただちに緊急気管切開術を施行し,他の治療

に移る間もなく癌死したのが4例あった。

なお昭和48年度と49年度患者9例中,現在生存が

確認されているのは1例のみである。

C.喉頭の悪性腫癌について(表5)

喉頭癌は頭頚部悪性腫癌中もっとも多く,全癌症

例の約2～4%を占めるといわれている6)7) 19

60年より1964年の全国統計では　2804例で,年間約

600例とされている6)7)当科においては52例を経験

し,頭頭部悪性度癖の22.8%に相当している.

年令は60才台がもっとも多く50才代, 70才代と続

き,性別については,全国統計では男女比がio: l

となっているが,当科においては男性51例に対して

女性わずかに1例のみで,圧倒的に男性に多く認め

られた。

病理組織像はほとんど康平上皮癌で,治療法およ

び転帰は表5のごとくである。

表4　咽頭の悪性腫癌

なお当科における手術施行は23例で,うちわけは

18例に喉頭全摘出術を施行し,その転帰は健在12例,

癌死3例,非癌死1例,不明2例であり,また5例

に喉頭全摘および蕪部廓清術を施行し,その転帰は

健在3例,癌死2例であった。これらの手術施行例

の大多数が進行癌であったため腫癌の発生部位が,

声門上,声門,声門下のいずれであるか不明確な例

が多く,全摘手術のみとなったものである。

早期癌症例においては,放射線療法,化学療法な

どにて,一次的治療を得ているため,部分切除術例

は皆無であった。

現在までの喉頭全摘出の最高年令は82才で健在で

ある。

なお昭和48年度と49年度14症例のうち,当科にお

いて喉頭全摘出などにて加療した11例のうち3年粗

生存率は54.5%となっている。

D.鼻,副鼻腔の悪性腫癌(とくに上顎癌)につ

いて(表6)

上顎の悪性腫癖統計としては,種々の報告2) 8)-10)

があるが,これらを総括すると年令では50才代がも

っとも多く,性別では男性でやや多く,息側は左右

差がなく,両側はまれとのことであった。当科にお

いては, 28例を経験し,男性18例,女性10例,男女
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表5　喉頭の悪性腫疹

比1.8: lで,息側は右側18例,左側10例で,両側癌

はなく, 28例中,上額洞根本手術既往のあるものが

3例であった。

病理組織像,治療法および転帰は表6のごとくで

あるが,当科における手術施行は上額全摘術9例,

これと同時に限寓内容摘出術を施行した3例,計12

例で転帰は健在6例,癌死5例,不明1例となって

いる。また昭和52年度の4症例に対し,動注法を含

んだ化学療法,放射線療法および局所の清掃(ネク

ロトミー)の三者併用療法にて治療したが,その転

帰は健在2例,担癌生存1例,癌死1例となってお

り,今後上顎全摘術の適応についての再検討を考慮

すべきと思われる。

なお昭和48年度と49年度患者10症例のうち当科に

おいて上額全摘術などにて加療した7例のうち3年

粗生存率は71.4%となっている。

鼻腔原発腫癌は12例,上顎を除く副鼻腔,とくに

編骨洞腫癌を3例,それぞれ経験したが,病理組織

像,治療法および転帰は表6のごとくである。

E.聴器の悪性腫霧について(表1)

聴器悪性腫癌はまれであり,しかも大半は耳介あ

るいは外耳道に発生し,中耳原発はきわめて少ない

とされているが,当科においては中耳悪性腫癖を2

例経験した。 1例は初診時すでに他の診療施設にて

中耳席平上皮癌の診断にて治療をうけていたが,他

の1例は,昭和52年11月初診,真珠腫性中耳炎急性

増悪症と珍断され,緊急手術施行,術中に乳突部よ

り鼓室にかけて充満した腫癌を認めた症例で,凍結

迅速病理組織像が偏平上皮癌とのことで,ただちに

表6　上顎・鼻膝・副鼻腔の悪性腫癖
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手-手術療法,放-放射線療法,化-イヒ学療法,免-免疫療法

放射線療法,化学療法を行い,現在一次的治癒を保
っている。

F.その他(表1)

以上の5項目を除き,その他として食道癌5例,

甲状線癌3例,上限輸,額下部,下顎の悪性腫癌を

それぞれ1例,それにHodgkin病2例,Wegener肉

芽腫症3例の計16例を経験したが,食道癌,甲状銀

癌,額下部腫癌は外科へ,上限喰腫癌は眼科へ,下

額腫癌は口腔外科へ,それぞれ転科となっているo

Hodgkin病は1例が内科よりの依頼患者で,他の1

例は当科で入院加療したが死亡している。 Wegener

肉芽腫症は3例経験し,全身的にはステロイド,抗

腫疹剤,免疫抑制剤などを使用し,一部局所に放射

線療法を施行したが, 2例が死亡,一例健在となっ

ている(詳細は又吉ら11)の論文を参照)0

またこれら悪性腫癌中重複癌と判定された症例は

3例で,そのうちわけは下咽頭癌と胃癌,中咽頭癌

と食道癌,喉頭癌と勝脱癌で転帰は全例腫癌死とな

っている(詳細は又吉ら12)の論文を参照)0

なお病理組織像において不詳とは,初珍時すでに

他の診療施設において静断治療を受けていた場合

(例えば喉頭全摘術など)や,診療を中途で止めた

場合などを指し,治療法において未治療とは患者の
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家族の了解が得られず,参蝶を拒否されたもの,t他

の珍療施設への転院や他科への転科,緊急気管切開

術のみで腫癖そのものに対する治療に移れなかった

ものなどを指している。

転帰については,再発なく一次的治癒と思われた

症例を健在とした。また転帰不明の要因として,他

の診療施設へ移った場合,患者自身が治癒したもの

と判断し来院しなくなった場合,参療拒否および中

絶したりした場合などが考えられた。

まとめ

昭和48年4月より昭和53年3月までの5年間に琉

球大学保健学部附属病院耳鼻咽喉科において取り扱

った悪性腫癌患者228例の統計的観察を行った。

悪性腫癌患者数は各年度ともに外来患者総数の4

%を占めたが,これらを発生部位別に口腔腫癖40例

(17.5%),咽頭腫疹75例(32.9%),喉頭腫癌52例

(22.8%),鼻・副鼻膳腫疹43例(18.5% ,塔器腫

癌2例(0.9%),その他16例(7.0%)の6項目に分

類して検討した。これらの発生部位頻度は,諸家の

報告と大きな差はなかった。

性別では男性176例,女性52例,男女比3.4 : lで男

女ともに50才代, 60才代の癌年令層に高頻度に見ら

蝣sm

現時点での転帰について,総体的にまとめてみる

と健在66例(28.9%),担癌生存14例(6.1%),癌死

54例(23.7%),非病死4例(1.7%),不明90例(39

.5%　である。

なお本報告では例数の比較的多いものについて3

年粗生存率を算出し,喉頭癌では54.5%,上額癌で

は71.4%を得たが,他の疾患については今後の課題

とした。

当論文の要旨は,第57回琉球大学保健学部附属病

院臨床懇話会ならびに第8回日本耳鼻咽喉科学会沖

縄県地方部会学術講演会において発表した。
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The 228 patients with malignant tumors in head and neck were statistically observed during

past five years from April 1973 to March 1978.

The proportion of the patients with malignant tumors in each year were always almost 4% of

all patients in our ORL-clinic.

The male and female patients with malignant tumors were respectively 176 and 52, and the

ratioof the male to the female was §.4 :1.

The malignant tumors were found in the so-called cancer age of 50 and 60 years of both

the male and female patients.

As to the locations, in which malignant tumors are found, 40 were found in oral cavity (17.

5%) ; 75 in pharynx (32.9%) ; 52 in larynx (22.8%) ; 43 in nasal and paranasal cavities

(18.5%) ; 2 in middle ear(0.9%); and 16 in the others (7.0%). The frequencies in each tumor

location were almost similar as those, which were reported in several literatures in Japan.

In the end of March 1978, the 66 patients are in good health (28.9%), the 14 alive with

tumors (6.1%), the 54 died of malignant tumors (23.7%), the 4 died without malignant tumors

(1.7%), and the prognosis of the remaining 90 patients is unknown (39.5%).

The rough alive ratios for three years were respectively 54.5 % and 71.4%in the laryngeal

cancers and the cancers of maxillary sinus.


